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２０２４年３月１８日 

各 位 

ＥＮＥＯＳ株式会社 

 
地域と環境を繋ぐ次世代のサービスステーション「ＥＮＥＯＳプラットフォーム」 

３月２９日(金)に茨城県牛久市にオープン！ 
～車と合わせて心も体もリフレッシュ！～ 

 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

当社（代表取締役：宮田 知秀）は、次世代サービスステーション「ＥＮＥＯＳプラットフォーム

ひたち野うしくサービスステーション」（茨城県牛久市、以下、「本ＳＳ」）を、３月２９日(金）に

オープンしますので、お知らせいたします。 

 

本ＳＳは、実証第一号店として、「車と合わせて心も体もリフレッシュ！」をテーマに、これまで

のサービスステーション（以下、「ＳＳ」）の概念にとらわれず、人々が集うことをコンセプトとし

ました。地域に根差したインフラへと進化させるべく、お客様の声を反映させ、各種サービスを

揃えています。また、敷地内には実店舗では日本初導入となる路面太陽光発電や、ペットボトル

再利用技術など環境に配慮した取組みも実施いたします。 

 

今後、２０２５年にかけて実証店を複数立ち上げ、地域ニーズの洗い出しや、効果的なサービス

の組合せを、デジタルツールも活用しながら検証してまいります。 

 

当社は、本ＳＳを始めとする次世代ＳＳの実証を通して、第３次中期経営計画で掲げている、

エネルギートランジションの実現に向け、ＳＳネットワークなどの「強固な顧客接点」と「デジタル

活用による新たな価値の提供」を掛け合わせた新たなサービスを積極的に導入し、将来にわたって

お客様の利便性を追求してまいります。 
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（１）施設概要 

   【ＥＮＥＯＳプラットフォーム ひたち野うしくＳＳコンセプト】 

これまでの給油を中心とする従来型ＳＳのイメージを払拭するようなモデルチェンジを訴求するとと

もに、複数の業態・サービス店舗を象徴的な共有フォーマットで“包む(くるむ)”ことでプラット

フォームＳＳとして一つの施設アイデンティティを確立することを目指しています。 

 

   ・所 在 地   ：茨城県牛久市ひたち野東５丁目３４－５ 

  ・施 設 名 称   ：「ＥＮＥＯＳプラットフォーム」 

  ・Ｓ Ｓ 名 称   ： ＥＮＥＯＳプラットフォームひたち野うしくＳＳ             

 

（２）施設内テナント 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
〈動物取扱業の登録内容〉氏名：㈱AHB代表取締役川口雅章、事業所：PPTひたち野うしく店、 
種別：保管（第 3221号）、登録：24/3/12、動取責任者：新井怜 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ドライブスルーが大変便利!! 

食事メニュー充実の新しい

ドトールです! 

スタッフが近くにいる 

安心・清潔・最新ランドリー 

月額 2,980 円（税込 3,278 円）

で使い放題！ 

スマホからいつでも入会 

可能‼ 

癒しをもっと身近に、 

もっと手軽に、 

全身もみほぐし 

60 分 3,980 円 

練習が変わる。 

スコアが変わる。 

ゴルフがもっと楽しくなる。 

ゴルファーの夢の空間。 

ペットのことを第一に考え

たトリミングサービスを提

供いたします。 
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（３）施設内環境配慮型技術 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 

＜路面太陽光発電＞ マルシェエリア前 

道路空間を活用して再生可能エネルギーを創出するもので新しい試みとして注目されている発電方法。 

ＳＳ店舗内でこの発電方法を導入したのは本件が日本初。 

＜パーフェクトクール＞ マルシェエリア 
遮熱性舗装を行うことで路面の温度上昇を抑える技術。路面温度上昇を 10～13℃低減。 

他にも住宅街・商店街でも活用されている。 

＜リペットペープ＞ 敷地内通路 
廃 PET をアスファルト改質剤の原料とする再利用技術を使用。 

舗装材の製造時に添加することで耐久性を大幅に向上させた高耐久アスファルト舗装。 

＜廃プラアスファルト舗装＞ 充電設備 
廃プラスチックを原料としたアスファルト舗装。通常、部材として使用している石や砂利を廃プラスチ

ックに置き換えることで、従来の舗装に比べ約４０％の CO2 排出量低減効果がある。 


